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デジタル教材 『なんにんならんでいるかな？』 
2023.6.30 作成 

熊本市教育センター  ＩＣＴ支援室 

 

夏祭りに来て、３つの出店に並んでいる友達に電話をして、それぞれの出店に何

人の人が並んでいるかを考える教材です。 

「前から何番目、後ろに何人いる」等の順序数が混ざった問題から全体の人数を

導き出す考え方を学習します。（問題人数の設定も可能です） 

Windows／iOS 対応 
 

１． 下記 URL にアクセスして起動します。 

http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/Number-of-people/ 
ここをクリックすると起動します 

 

 

起動すると、メニュー画面が表示されます。 

夏祭りに来ている３人の友達を選択して、出店に並んでいる状況を聞きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友達の絵をタップして選択します。 

http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/Number-of-people/
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２． 友達を選択すると、「でんわできいてみよう」のボタンが表示されるので、タップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 画面が切り替わり、友達がいる出店で自分の並んでいる、前からの順番を教えてくれます。 

※順番の位置はランダムに表示されますが、予め設定で決めておくこともできます。(p6 参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択した友達は 

大きく表示されます 

電話かボタンを

タップします 

後ろの順番に 

進みます 
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４． 次へボタンを押すと、後ろからの順番を教えてくれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 確認ボタンを押すと、出店に並んでいる絵が表示されます。 
友達の位置は枠で強調表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニュー画面

に戻ります 

友達は強調

表示されます 

確認画面 

に進みます 
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６． ペンツールを使って画面上に線を描くことができます。 
計算式を書いたり、マークを書いたりして考え方を発表する時などに利用してください。 

※使い方は次ページ参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペンツール 



P. 5 

 

ペンツールの使い方 

鉛筆ボタンを押して、線の描画を開始します。画面上を指やタブレットペンでなぞると線が書け

ます。パソコンの場合は、マウスの左ボタンを押したままドラッグすると線が書けます。 

線の太さは３パターンの切替ができます。鉛筆ボタンをもう一度押すと描画モードを解除します。 

カラーピッカー（ブラウザにより形が異なる）をタップすると、線の色を変更することができます。 

消しゴムボタンを押すと線を消すモードになり、線の上をなぞると線が消えます。 

※戻るボタンを押してメニュー画面へ戻るときに、書いた線は全て消えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉛筆ボタン 線の太さ 線の色 線を消す 

なぞった部分に線を書い

て行きます。 

なぞった部分の線を消し

て行きます。 
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問題の設定方法 

起動 URL の後ろにパラメタを設定すると、任意の人数設定ができます。 

パラメタを設定しない場合は毎回ランダムに人数が決定されます。（最大１０人） 

 

Number-of-people/?param=P5M3,P6P4,M4M3 
 

 

 

４文字で友達一人分の並び順を表します。（これをカンマで区切って３問分指定します） 

４文字のうち左から２文字は前の状態を、右から２文字は後ろの状態を表します。 

※前の人数と自分と後ろの人数の合計は１０名以内まで設定可能です。 

【例１】 

P5M3 

 

【例２】 

P6P4 

 

【例 3】 

M4M3 

 

【例４】 

AUTO 

 

 

上記の記号を３問分（りさ、あん、だん）カンマで区切って設定します。 

設定に誤りがある場合には、起動時に警告メッセージが表示されます。 

 

赤枠部分を追加します 

P5 は「前から５番目にいる」を表します 
M3 は「後ろに３人いる」を表します 

P6 は「前から６番目にいる」を表します 
P4 は「後ろから４番目にいる」を表します 

M4 は「前に４人いる」を表します 
M3 は「後ろに３人いる」を表します 

特定の問題だけランダムにしたい場合は AUTO と 
設定します 
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タブレットでこの教材にアクセスする場合は 

カメラで下記ＱＲコードを読み込ませてください。 

 

 

【全問ランダムモード】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全問指定モード】 

順序と人数はパラメタを任意に変更してご使用ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


